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  特集

・第8期中頓別町総合計画を策定しました
 〈10年後の未来について〉

〇ブドウ架線張りの様子

　ブドウ架線張りの詳細は、P11「まちの話題」をご覧ください。

小さな中頓別の

しあわせをデザインする

ま ち
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将
来
人
口
で
は
、
平
成
27
年
国
勢
調

査
の
総
人
口
1
7
5
7
人
を
基
準
に
令

和
2
年
の
総
人
口
を
1
5
7
8
人
と
独

自
推
計
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
年
の
国

勢
調
査
速
報
値
で
は
、
1
6
3
8
人
と

人
口
減
少
が
推
計
よ
り
抑
え
ら
れ
た
と

い
う
結
果
が
得
ら
れ
、
令
和
12
年
の
推

計
で
は
、
1
3
0
6
人
と
し
て
お
り
、

こ
の
予
測
数
値
を
下
回
る
こ
と
が
な
い

よ
う
人
口
減
少
抑
制
に
努
め
ま
す
。
(次

の
ペ
ー
ジ
参
照
)

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
方
向
性

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
通
じ
て
、
様
々
な
魅
力
や
課
題
を

伺
い
ま
し
た
。
課
題
で
は
、①
進
路
選

択
の
分
岐
点
、②
定
住
の
選
択
の
分
岐

点
、③
職
業
選
択
の
分
岐
点
、④
末
永

く
暮
ら
し
続
け
る
選
択
の
分
岐
点
と

い
う
４
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
地
元
で
は
、
職
業
選
択
や

住
環
境
が
限
ら
れ
、
若
い
世
代
が
都

市
部
へ
流
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
原

因
で
す
。
さ
ら
に
、
将
来
の
交
通
手

段
な
ど
高
齢
と
な
っ
て
も
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
こ

と
な
ど
の
様
々
な
分
岐
点
が
あ
る
と

分
か
り
ま
し
た
。
(P
4
〜
5
参
照
)

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
、「
環
境
」
に

関
連
す
る
取
り
組
み
、
町
民
と
の
協
働

を
進
め
る
「
自
治
体
経
営
」
を
土
台
に

「
教
育
」、「
し
ご
と
」、「
福
祉
」
の
3

つ
の
分
野
を
柱
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
政

策
目
標
や
施
策
目
標
を
定
め
、
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。
S
D
G
ｓ
に
つ
い
て

も
、
掲
げ
ら
れ
て
い
る
17
の
目
標
を
総

合
計
画
の
な
か
で
、
政
策
・
施
策
と
関

連
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

(P
6
〜
7
参
照
)

　

行
政
主
導
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
は
、「
※

①
S
D
G
ｓ
」、「
②

新
し
い
学
校
づ
く
り
」、「
※

③
く
ら
し

と
し
ご
と
」、「
④
地
域
共
生
社
会
」、

「
⑤
新
た
な
交
通
体
系
構
築
と
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」、「
⑥
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
」、「
⑦
情
報
化
」、「
⑧
地
方
創

生
の
推
進
」、「
⑨
防
災
拠
点
の
機
能

を
有
す
る
多
機
能
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
」
の
9
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
10
年
後
の

未
来
に
向
け
て
、
町
民
の
参
加
と
協

働
に
よ
り
、
豊
か
さ
や
楽
し
さ
を
生

み
出
す
「
※

縮
充
(し
ゅ
く
じ
ゅ
う
)」

を
目
指
す
べ
き
未
来
像
と
し
て
、
取

り
組
み
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

小さな中頓別のしあわせをデザインする

第 8期中頓別町総合計画キャッチフレーズ
まち

　
先
月
号
で
は
、
第
8
期
中
頓
別
町

総
合
計
画
が
令
和
元
年
度
か
ら
令
和

3
年
度
末
ま
で
に
町
民
の
皆
さ
ん
に

様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
参

加
を
通
じ
、
政
策
目
標
や
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
検
討
し
て
き
た
こ
と
を

お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。
今
月
号
で

は
、
総
合
計
画
の
内
容
や
10
年
後
の

中
頓
別
町
が
目
指
す
姿
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
8
期
中
頓
別
町
総
合
計
画
に
つ
い
て

　

令
和
4
年
4
月
か
ら
、
令
和
14
年

3
月
ま
で
の
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
方
針
が
決

ま
り
、
目
標
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
8
期
中
頓
別
町
総
合
計
画
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
小
さ
な
中

頓
別
(ま
ち
)の
し
あ
わ
せ
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
」
で
す
。
こ
れ
は
、
高
齢
者
の
人

口
が
近
い
将
来
に
は
、
減
少
に
転
じ
、

人
口
減
少
が
さ
ら
に
進
む
と
中
頓
別
町

は
、
ま
す
ま
す
小
さ
な
町
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
町
民
一
人
ひ
と

り
の
参
加
と
協
働
に
よ
り
、
あ
た
た
か

な
、
安
心
し
て
、
充
実
し
た
暮
ら
し
の

あ
る
豊
か
さ
と
楽
し
さ
を
生
み
だ
す
ま

ち
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
た
め
で
す
。

第 8期中頓別町総合計画を策定しました

〈10年後の未来について〉
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□　用語説明 (※この用語は 5 月号にも掲載しております。)

・SDGs（エスディージーズ）とは、日本語では、「持続可能な開発目標」と訳されます。2030 年を

　達成年限とし、17のゴールなどから構成されており、すべての国が取り組むべき普遍的な目標が

　掲げられています。

・縮充（しゅくじゅう）とは、人口減少が進むこれからの時代の人々の参加と協働による、あたた

  かで充実した暮らしのあるまちに向けてつくられた言葉です。

・「くらしとしごと」について、先月配布いたしました第 8期中頓別町総合計画「人生の選択」の

　冊子の中で、まちの取り組み重点プロジェクトの一つとして、「くらしごと」と記載いたしまし

　たが、今月号以降は、「くらしとしごと」に変更とします。
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中頓別町の人口推計
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※中頓別町人口ビジョンより作成

中頓別町では、ライフスタイルの変化による社会減が人
口減少に大きく影響しているため、働く場の確保や子育
て環境の整備による転入者や出生率の向上を図り、安心
して暮らせるまちを目指します。

独自推計
国立社会保障・人口問題
研 究 所 推 計 準 拠



中頓別町の魅力 ( 子育て編・教育編 )

45
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施策目標

❶行政改革 (デジタル・トランスフォーメーション化 ) の推進

❷持続可能で健全な財政運営　❸広域連携の推進

❶あそびや生活の中で生きる力 ( 探求心・好奇心 ) を育む幼児教育

❷自ら学び自ら考える力を育てる学校教育の充実

❶自分らしい生き方を実現するキャリア教育の推進

❷特色ある教育活動の推進

❶地域特性を活かした新たな産業振興  ❷森林資源の循環利用の推進

❸まちが元気になれる商工業の推進　  ❹ローカルな暮らしや自然を楽しむ観光の推進

❺誰でもいつでもチャレンジできる環境づくりの推進　❻6次産業化の推進

❶生涯教育の推進
❷いくつになっても楽しく参加できる文化・スポーツ活動の推進

❶多様で柔軟な働き方ができる環境づくりの推進  

❷新たな情報通信社会の導入実現に向けた技術活用

❸自然と調和する住環境を整備し、人口減少対策の推進

❶将来にわたり安心できる医療体制の充実　❷安心して子どもを産み育てられる環境の整備

❸誰もが安心して暮らせる地域共生社会の実現　

❹障がい支援と心のなやみサポートの推進　❺男女共同参画の推進

❶町民生活の防犯と交通安全の推進　❷心地よい住まい確保の推進
❸安心な上下水道の推進　❹安全な道路網整備　❺地域交通確保の推進
❻災害や火災に強いまちづくりの推進

❶地域振興の推進  ❷町民活動の活性化

❶生涯を通じた楽しく学べる健康づくりの推進

福祉 環境・自治体経営
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まちづくりの考え方

教育

将来を生きる

力を育むまち

しごと
資源を承継し新し

い産業や働き方を

生み出すまち

自治体経営
持続可能なまちづくり

福祉

誰もが健康で

安心して暮ら

せるまち

環境
美しい自然を守り共生するまち

分野 政策目標

創造的な自治体改革と健全な行政改革

町民が主役のまちづくり

ふるさとの自然に誇りが持てる
まちづくり

安全で快適な生活ができるまちづくり

いくつになっても健康でいつまでも元気に
いられるまちづくり

末永く安心して暮らせるまちづくり

多様な働き方と暮らし方が選択できる
まちづくり

今ある資源を承継し新しい仕事をつくる
まちづくり

大人も一緒に学べるまちづくり

子どもたちがいずれまちに戻りたいと
思う気持ちを育むまちづくり

幼少中を通して生きる力を育むまちづくり

SDGs に掲げられている 17の目標 ( ゴール ) について
第 8期計画の政策・施策目標と関連した取り組みを進めて達成を目指します。

しごと教育
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ア
ク
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
検
討

や
課
題
把
握
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
町
営
塾
づ
く
り
」
で
は
、
小
学
生

だ
け
で
な
く
、
中
学
生
、
高
校
生
も

集
え
て
学
習
だ
け
で
は
な
く
、
異
世

代
と
交
流
に
よ
る
「
学
び
の
場
づ
く
り
」

を
目
指
し
ま
す
。
「
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
デ
ビ
ュ
ー
」
で
は
、
企
画
段
階

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
健
康
情
報
(
ヘ
ル
ス

デ
ー
タ
)の
積
み
上
げ
が
医
療
機
関

に
て
、
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
、
ど
う
実
践
で
き

る
の
か
を
さ
ら
に
学
ぶ
機
会
を
整
え

る
予
定
で
す
。
「
育
児
と
仕
事
の
両

立
」
で
は
、
町
内
事
業
所
で
の
育
児

休
暇
な
ど
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の
実
践

や
家
庭
内
で
の
家
事
・
育
児
の
分
担
、

短
時
間
勤
務
な
ど
の
実
態
把
握
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
得
た
内
容
を
さ
ら
に
発
信

し
て
、
中
頓
別
町
独
自
の
新
し
い
暮

ら
し
方
・
働
き
方
の
仕
組
み
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。
「
エ
プ
ロ
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
で
は
、
ワ
イ
ン
醸
造
用
ブ

ド
ウ
試
験
栽
培
の
見
学
会
や
新
た
な

特
産
品
づ
く
り
の
検
討
を
す
る
た

め
、
試
作
品
づ
く
り
を
行
う
予
定
で
す
。

「
な
か
シ
ュ
ラ
ン
」
で
は
、
町
内
で

の
事
業
承
継
を
テ
ー
マ
に
、
起
業
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
方
の
応
援
す
る

取
り
組
み
を
検
討
し
て
お
り
、
既
存

の
お
店
の
中
で
新
た
な
お
店
を
始
め

る
「
シ
ョ
ッ
プ
・
イ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
「
サ
バ
イ
バ
ル
の
達
人
」

で
は
、
町
内
の
森
づ
く
り
や
川
釣
り

の
達
人
と
協
働
し
な
が
ら
色
々
な

地
域
の
技
を
学
べ
る
「
自
然
体
験
ツ

ア
ー
」
の
企
画
、
季
節
ご
と
に
で
き

る
こ
と
を
ま
と
め
た
「
体
験
カ
レ
ン

ダ
ー
」
の
制
作
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集
の
た

め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信

も
取
り
組
む
予
定
で
す
。
「
い
つ
ラ

ボ
」
で
は
、
天
北
厚
生
園
の
利
用
者

と
の
協
働
を
目
指
し
、「
直
売
所
よ
っ

て
ね
」
を
に
ぎ
や
か
に
つ
な
が
る
こ

と
や
商
品
開
発
の
企
画
な
ど
が
で
き

る
よ
う
に
様
々
な
検
討
を
行
い
、
実

践
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

活
動
に
関
心
を
お
持
ち
に
な
っ
た
方

は
お
問
い
合
わ
せ
ま
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

お
問
い
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せ　

総
務
課
政
策
経
営
室

(0
1
6
3
4
ー
8
ー
7
6
7
1
)

町
民
ア
イ
デ
ア
﹁
7
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
﹂

　

令
和
2
年
度
の
取
り
組
み
で
、
こ

れ
か
ら
の
生
き
方
を
実
現
す
る
た
め

の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
、
暮
ら
し
の

ア
イ
デ
ア
放
送
部
か
ら
は
、「
町
営

塾
づ
く
り
」、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

デ
ビ
ュ
ー
」、「
育
児
と
仕
事
の
両
立
」
、

「
エ
プ
ロ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、「
な
か

シ
ュ
ラ
ン
」、「
サ
バ
イ
バ
ル
の
達
人
」
、

「
い
つ
で
き
る
の
ラ
ボ
ト
ラ
リ
ー
(い

つ
ラ
ボ
)」
の
7
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が

誕
生
し
ま
し
た
。
ア
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
テ
ー
マ
が
あ
り
、
主
に

「
教
育
」、「
仕
事
」、
「
福
祉
」
な
ど

が
背
景
と
な
っ
て
お
り
、
中
頓
別
町

で
暮
ら
し
て
い
く
う
え
で
、
人
生
の

分
岐
点
を
楽
し
く
乗
り
越
え
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
で
は
、
こ
の
7
つ
の

中
頓
別
町
の
10
年
後
の
未
来
像

　

IT 
や
人
工
知
能
に
よ
り
、
こ
れ
か

ら
の
10 
年
で
私
た
ち
の
暮
ら
し
方
や

働
き
方
は
大
き
く
変
化
す
る
と
予
測

さ
れ
ま
す
。
社
会
構
造
の
大
き
な
変

化
に
よ
り
、
遠
隔
で
高
度
な
教
育
や

医
療
が
受
け
ら
れ
る
と
い
っ
た
時
代

が
来
る
の
は
遠
い
未
来
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
の
時
代
に
必
要

な
の
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
未
来

の
変
化
を
学
び
、
情
報
を
取
捨
選
択

し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
デ

ザ
イ
ン
し
、
地
域
で
実
現
す
る
た
め

の
場
や
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

様
々
な
主
体
の
協
働
に
よ
り
、
地
域

の
未
来
の
生
き
方
を
実
現
す
る
た
め

の
手
引
き
書
が
次
の
10 

年
の
総
合
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
民
と
の
協

働
に
よ
り
総
合
計
画
の
策
定
を
行
う

と
と
も
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
こ

れ
か
ら
の
生
き
方
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

実
践
で
き
る
未
来
の
学
び
の
場
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス

に
子
ど
も
や
若
者
が
参
加
す
る
こ
と

は
、
彼
ら
自
身
が
中
頓
別
町
で
暮
ら

す
意
義
を
見
つ
け
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
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